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１．所属・職・氏名 等 

教養学部 比較文化学科・准教授・閔東曄 

 

２．研究課題（テーマ）名 

(東)アジアにおけるポストコロニアル研究の現状と課題 

 

３．研究期間 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

若手教員研究促進交付金（50 万円） 

 

５．研究の概要 

本研究は、これまでのポストコロニアル研究および理論を参照しつつ、(東)アジアにおけ

るポストコロニアル研究の現状と課題を整理するとともに、(東)アジアの独自の歴史的・社

会的文脈に即した新たなポストコロニアル研究および理論の構築をめざすものである。具体

的には、欧米地域を中心に行われてきたポストコロニアル研究の成果をリサーチ・レビュー

したうえで、(東)アジア地域におけるポストコロニアル実践に関する調査研究を行い、(東)

アジアを対象としたポストコロニアル研究の現状と課題を明らかにする。 

 

６．研究成果等 

まず、従来のポストコロニアル研究をリサーチ・レビューすることで、現時点でのポスト

コロニアル研究の成果を知得し、理論的な基盤を確認するとともに、これまでどのような事

柄・論点が取り上げられてきたのかについて整理し把握した。 

さらに、戦後(東)アジア地域においてどのようなポストコロニアル実践が行われてきたの

かについて探るべく、その一端として韓国の木浦、光州、ソウル等でフィールドワークおよ

び資料調査を行った。植民地時代の建物、歴史資料館・博物館などを調査し、植民地主義の

歴史がどのように公的な記憶として形成されていくのかについて考察した。また、戦後にも

なお継続する植民地主義の問題に人々がどのように向き合っていたのかについて、地域の社

会運動や思想・文化活動などに関する資料調査を行った。 

 

７．研究の実績（論文・発表 等） 

閔東曄『植民地朝鮮と〈近代の超克〉：戦時期帝国日本の思想史的一断面』（法政大学出版局、

2024 年 9 月） 


